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 君たちはどんな大人になりたい？ 
  

 佐野元春ってアーティスト知ってる？ 

 お父さんやお母さんの世代なら多分知ってるよ。名曲「someday」を世に出した人だ。僕は学生時代、

カラオケでマイクを握るとまずこの曲を歌った。 

「素敵なものは素敵だと無邪気に 笑える心が好きさ」うーん、いいね！ 

 先日、ベスト版ＣＤが安売りされていたので思わず衝動買いをしてしまい、久しぶりに彼の曲を聴い

た。 

「つまらない大人にはなりたくない」（「ガラスのアンジェリーナ」） 

 このフレーズを本当に久しぶりに聴いて、ああ、昔この曲を歌いながら本当にそう思ってたな、って

懐かしかった。さて、今の僕はどんな大人なんだろう。少なくとも「つまらない大人」ではないと思う

んだけど、どうだろう。 

 

＜大人について＞ 

 わたしは、この世の中には２種類の人間＝大人しかいないと思います。それは、「偉い人と普通の

人」ではないし、「金持と貧乏人」でもなく、「悪い人と良い人」でもなくて、「利口な人とバカな人」

でもありません。２種類の人間＝大人とは、自分の好きな仕事、向いている仕事で生活の糧を得てい

る人と、そうでない人のことです。（村上龍『１３歳のハローワーク』から） 

 

 なるほど…。偉くない「普通の人」でも生き生きとして過ごしている人はたくさんいる。「貧乏」だ

としても誇りを持って子育てをして尊敬される大人もたくさんいる。「悪い人」とだというレッテルを

貼られても、自分らしく自由に生きて有名になった芸術家も多い。利口でなくて不器用で「バカ」だと

笑われても、自分の好きなことをきわめて財をなした人もいる。つまり、世間的な評価は、その人らし

く生きるイキイキ度となんら関連がないということだ。 

一方でイメージしてほしい。自分に向いていない仕事を続けている大人、好きでもない仕事についた

ことを不運だとして嘆いている大人、君のイメージの中でその人はどんな表情をしているかな。周りの

人はどんな心でその人と共にあるかな。どの世界にも、自分が選んだ職業なのに、なんの夢も語らず、

挑戦もせず、不平を言い、ため息をつき、イライラしている大人はいる。それって、少なくとも「貧乏」

より「悪い」より「利口でない」ことより不幸だと思う。 

 

「自分が何に向いているのかわからない」将来を考えた時、そう言いたい者は少なくないだろう。今

はそれでかまわない。なぜなら、自分という人間についてまだ深く考えた経験が乏しいのだし、自分が

いずれ一人で漕ぎ出すことになる世界について何も知らないのだから。ただ、高校３年間、気の合う仲

間と「ウケル～」とヘラヘラし、ほとんど意味のないメールに時間を費やし、「井戸」の外の世界を知



ろうとしなければ、まさに「井の中の蛙、大海を知らず」で終わってしまう。そして、なれの果ては、

さっきイメージしてもらった大人の姿だ。その姿に自分を重ねてみてほしい。ぞっとしないか？ 

 

今回、１学年は「自分の知らない自分発見ツアー」と題して、大学オープンキャンパスへの参加を勧

めている（普通・特進コースは１回以上参加することを原則とし、スポーツコースは合宿や遠征等も多

くなることから任意とする）。これは大学進学を希望する者が大学選びをすることとは趣旨がまるで違

う。進路未定の者や就職希望の者であっても、自分の知らない世界を実際に見て肌で感じ取ることを大

切にしたい。 

大学に流れる空気は、これまで君たちが経験したことのないものだ。言葉にするのは難しいが、高校

までは、ある意味「型にはめる」力が君たちに働く。それは仕方がない。今までは子供だからだ。まず

は生活習慣を、次に基本的な知識や文化をインプットしなければならない。だが、大学は逆だ。ため込

んだ「型」を解き放つ場だ。ぎゅーっと凝縮させた力を自由に羽ばたかせる場だ。そして大学によって、

その空気はかなり異なる。世界が多様であるように、君たちも多様であり、大学は世界と君たちの多様

性を反映させるかのように多様である。 

どうか、高校１年目の夏期休業、この小さな進路の旅を通して、少しでも自分の知らない世界を肌で

直接感じ、自分の知らなかった自分の興味関心に気付いてほしい。そして、今は、人生の「型」を仕上

げる大事な３年間だということに気付いてほしい。 

 

☆７月９日（土）＝はじめての全国デビュー 

 明日は、進研模試だ。１学期頑張ってきた学習によって、自分が全国ではどのくらいの位置になって

いるかを確かめる場だ。約４０万人が受験する全国レベルの試験だ。 

 難しく感じる問題も多いと思う。学校の定期考査をイメージしていると面食らうだろう。それでも食

らいつき、部分点をもぎとってくるしぶとさが必要だ。 

 全国模試は、１年時は３回。まずは１学期の自分の努力を図る絶好の機会だ。パワーワードで培って

いる語彙力も徐々に実を結んでほしい。毎日の学習がどれだけ大切かを知ることも重要だ。 

 まずは、デビュー戦、最後まで頑張りぬいてほしい。 

  ○時間割 

    8:30 までに登校 

    8:40～ 8:50 カード記入 

    8:50～ 9:50 国語（60 分） 

   10:00～11:20 数学（80 分） 

   11:30～12:40 英語（70 分） 

   12:40～13:20 自己採点（40 分） 

   放課 

 

□ 今週以降の予定 □ 

7 月 12 日（火） 普通・特進コース オープンキャンパス参加用紙届け出 

16 日（土） 土曜講座 

23 日（土） 土曜講座は特進コースのみ実施 

25 日（月） 1 学期終業式 


